
志
賀
直
哉
年
譜
考

(
十
五
)

︱
︱

明
治
四
十
二
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で

︱
︱

生

井

知

子

明
治
四
十
二
年

(
一
九
〇
九
)
(
数
え
二
十
七
歳
・
満
二
十
五
歳
～
二
十
六
歳
)

1
・
1
(
金
)

直
哉
は
︑
有
島
武
郎
か
ら
以
前
教
え
ら
れ
た
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
﹃
ア
ダ
ム
の
子
等
﹄
を
読
ん
で
お
ど
か
さ
れ
た
︒
(
M
42
・
1
・
11
有
島
生

馬
宛
書
簡
)

｢
麦
﹂
第
六
号
発
行
︒
(
里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)

里
見
弴
の
﹃
大
島
ゆ
き
﹄
︑
﹃
法
隆
寺
㈠
﹄
﹃
回
想
﹄
﹃
海
岸
﹄
﹃
二
人
の
乙
女
﹄
﹃
﹁
休
み
﹂
﹄
﹃
大
晦
日
﹄
﹃
恋
愛
か
ん
﹄
掲
載
︒
(
里
見
弴
﹃
雑

記
帖
﹄)
(﹁
麦
﹂
第
六
号
批
評
欄
・
補
④
P
493
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
マ
ン
ト
ン
の
消
印
︑
麻
布
二
十
一
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

1
・
2
(
土
)

｢
望
野
﹂
第
二
十
四
号
発
行
か
︒

武
者
小
路
実
篤
の
﹃
病
気
﹄
(
M
41
・
12
・
27
)
を
掲
載
か
？

直
哉
の
書
き
込
み
あ
り
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
第
一
巻
・
解
題
)
(
補
④
P

521
)

1
・
3
(
日
)

直
哉
は
︑
湯
河
原
か
ら
︑
柳
宗
悦
ら
と
寄
せ
書
き
の
葉
書
を
図
師
尚
武
に
送
る
︒
直
哉
・
田
村
寛
貞
・
木
下
利
玄
・
柳
宗
悦
が
湯
河
原
に

お
り
︑
図
師
尚
武
も
行
く
予
定
だ
っ
た
ら
し
い
︒
(
M
42
・
1
・
3
図
師
尚
武
宛
書
簡
)
＊
全
集
で
は
明
治
四
十
年
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が

五
三



間
違
い
︒

こ
の
頃

大
島
に
い
た
里
見
弴
は
︑
湯
河
原
で
直
哉
と
合
流
し
よ
う
と
約
束
し
て
い
た
が
︑
風
で
船
が
出
ず
︑
果
せ
な
か
っ
た
︒
里
見
弴
は
湯
河
原

で
女
中
・
八
重
と
の
関
係
を
告
白
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
︒
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
五
)
(
里
見
弴
﹃
大
島
ゆ
き
﹄)
(
M
42
・
1
・
11
有
島
生
馬
宛

書
簡
)

1
・
6
(
水
)

直
哉
は
湯
河
原
か
ら
帰
京
︒
(
M
42
・
1
・
11
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

1
・
7
(
木
)

柳
宗
悦
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
湯
河
原
か
ら
は
昨
日
帰
っ
た
の
か
︑
里
見
弴
は
風
で
大
島
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
そ
う
だ
ね
︑
S
ch
m
id

の
十
九
世
紀
絵
画
史
が
二
冊
あ
る
か
ら
暇
な
ら
明
晩
来
給
え
︑
な
ど
︒
(﹃
柳
宗
悦
全
集
﹄)

1
・
8
(
金
)

午
後
一
時
︑
直
哉
は
﹁
麦
﹂
第
六
号
に
批
評
を
記
す
︒
正
親
町
公
和
の
所
に
行
き
︑
そ
の
後
︑
横
浜
に
行
き
︑
ゼ
ー
マ
ン
の
絵
で
も
探
す

予
定
︒
(﹁
麦
﹂
第
六
号
批
評
欄
)

岩
下
家
一
が
帰
朝
︒
志
賀
家
の
二
階
で
︑
直
哉
︑
直
方
︑
黒
木
︑
堀
田
︑
小
杉
︑
安
場
ら
と
語
り
明
か
す
︒
(
M
42
・
1
・
11
有
島
生
馬
宛
書

簡
)

1
・
9
(
土
)

木
下
利
玄
は
小
説
﹃

宿
し
ゆ
く

﹄
を
無
理
に
ま
と
め
る
︒
午
後
四
時
︑
正
親
町
家
に
︑
正
親
町
公
和
︑
直
哉
︑
武
者
小
路
実
篤
︑
木
下
利
玄
の

四
人
が
集
ま
る
︒
﹁
望
野
﹂
第
二
十
五
号
を
綴
じ
る
︒
三
百
頁
ほ
ど
あ
る
︒
第
二
十
三
号
ま
で
を
ば
ら
ば
ら
に
し
︑
原
稿
を
筆
者
の
も
と

に
戻
す
︒
(
木
下
利
玄
日
記
)

｢
望
野
﹂
第
二
十
五
号
に
は
︑
木
下
利
玄
の
﹃
除
夜
﹄
が
載
っ
た
︒
(﹁
麦
﹂
第
六
号
批
評
欄
)

1
・
11
(
月
)

直
哉
は
﹃
百
舌
﹄
を
完
成
︒
の
ち
に
﹃
挿
話
﹄
と
改
題
︒
(
T
11
・
7
﹁
先
駆
﹂)

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
手
紙
を
書
く
︒
去
年
の
八
月
か
ら
暮
れ
ま
で
に
書
い
た
物
の
一
部
と
三
十
九
年
に
書
い
た
処
女
作
を
一
ヶ
月
以
内

に
有
島
生
馬
に
送
る
と
の
こ
と
︒
(
M
42
・
1
・
11
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

1
・
15
(
金
)

直
哉
は
︑
夜
十
二
時
︑
東
京
に
て
﹃
小
説

神
経
衰
弱
﹄
を
完
成
︒
(﹃
鳥
尾
の
病
気
﹄
草
稿
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(
十
五
)

五
四



1
・
16
(
土
)

｢
望
野
﹂
第
二
十
六
号
発
行
か
︒

｢
麦
﹂
第
七
号
発
行
︒
(
里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)

里
見
弴
の
﹃
弱
き
人
々
﹄
﹃
朝
鮮
芝
﹄
﹃
大
島
の
女
﹄
︑
菅
田
敏
光
の
﹃
法
隆
寺
﹄
︑
正
親
町
実
慶
の
﹃
山
百
合
﹄
︑
田
中
治
之
助
の
﹃
書
記
﹄

﹃
人
生
﹄
﹃
煩
悶
﹄
︑
児
島
喜
久
雄
の
﹃
う
つ
ろ
﹄
︑
園
池
公
致
の
﹃
京
都
で
は
﹄
︑
中
村
貫
之
の
﹃
原
稿
強
制
﹄
掲
載
︒
(
里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)

(﹁
麦
﹂
第
七
号
批
評
欄
・
補
④
P
493
～
494
)

1
・
17
(
日
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
﹁
望
野
﹂
第
二
十
六
号
を
読
み
︑
﹃
モ
ヅ
﹄
が
一
番
い
い
︑
﹃
神
経
衰
弱
﹄
も
面
白
い
と
評
す
る
葉
書
を
送
る
︒

(『
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)
(
↓
｢
ノ
ー
ト
9
﹂
補
⑥
P
243
﹃
(
モ
ヅ
︒)
﹄)

1
・
21
(
木
)

直
哉
は
﹃
往
来
﹄
﹁
㈠
癈
兵
﹂
を
執
筆
︒
(
未
定
稿
72
)

1
・
22
(
金
)

直
哉
は
﹁
麦
﹂
第
七
号
に
批
評
を
記
す
︒
(﹁
麦
﹂
第
七
号
批
評
欄
)

1
・
23
(
土
)

午
前
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
を
訪
問
︒
木
下
利
玄
が
来
て
い
る
︒
木
下
利
玄
は
﹃
紅
薔
薇
の
簪
﹄
と
い
う
短
篇
を
書
く
︒
﹁
望
野
﹂
第

二
十
七
号
を
綴
じ
る
︒
木
下
利
玄
は
﹁
麦
﹂
第
七
号
の
﹃
山
百
合
﹄
﹃
弱
き
人
々
﹄
を
読
む
︒
(
木
下
利
玄
日
記
)

1
・
24
(
日
)

直
哉
は
﹃
往
来
﹄
﹁
㈢
あ
げ
や
う
か
？
﹂
を
執
筆
︒
(
未
定
稿
72
)

1
・
30
(
土
)

｢
望
野
﹂
第
二
十
八
号
発
行
か
︒

｢
麦
﹂
第
八
号
発
行
︒
(
里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)

里
見
弴
の
﹃
二
時

(
新
体
詩
)
﹄
﹃
猫
﹄
﹃
渡
し
﹄
︑
田
中
治
之
助
の
﹃
間
﹄
﹃
博
士
﹄
︑
正
親
町
実
慶
の
﹃
寂
し
さ
﹄
︑
園
池
公
致
の
﹃
空
想
﹄
︑

﹃
法
隆
寺
﹄
﹃
価
値
な
き
善
﹄
﹃
山
の
一
軒
家
﹄
掲
載
︒
(
里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)
(﹁
麦
﹂
第
八
号
批
評
欄
・
補
④
P
494
～
496
)

1
・
31
(
日
)

有
島
武
郎
が
︑
吹
田
順
助

(
作
中
・
井
田
)
に
︽
妹
が
道
な
ら
ぬ
恋
の
為
め
に
死
な
ん
と
し
た
事
や
︑
弟
に
夫
婦
約
束
を
し
た
女
の
あ
る

事
や
︑
其
の
他
其
の
友
達
の
上
に
起
つ
た
事
迄
も
大
胆
に
打
開
い
て
物
語
つ
た
︒
︾
(
有
島
武
郎
﹃
半
日
﹄)

2
・
1
(
月
)

柳
宗
悦
が
直
哉
に
葉
書
を
書
き
︑
柳
宗
悦
・
郡
虎
彦
に
よ
る
﹁
桃
園
﹂
第
一
号
発
行
と
知
ら
せ
る
︒
十
二
行
二
十
五
字
詰
め
で
百
十
四
頁
︒

志
賀
直
哉
年
譜
考

(
十
五
)

五
五



(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
(﹃
柳
宗
悦
全
集
﹄)

2
・
6
(
土
)

｢
望
野
﹂
第
二
十
九
号
発
行
か
︒

直
哉
は
︑
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の

“R
ed
L
ily
”
(﹃
赤
い
百
合
﹄)
を
読
了
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
39
)

＊
対
談
﹃
志
賀
直
哉
氏
の
文
学
縦
横
談
﹄
に
よ
れ
ば
︑
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
が
社
会
主
義
的
な
傾
向
を
持
っ
て
い
た
の
で
︑
惹
き
付

け
ら
れ
て
︑
し
き
り
に
読
ん
だ
と
言
う
︒

2
・
7
(
日
)

直
哉
は
咽
喉
を
害
し
︑
こ
の
日
か
ら
一
週
間
寝
る
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
39
)

2
・
9
(
火
)

夜
十
時
︑
直
哉
は
病
床
で
﹁
麦
﹂
第
八
号
に
批
評
を
記
す
︒
(﹁
麦
﹂
第
八
号
批
評
欄
)

2
・
12
(
金
)

直
哉
は
﹃
ポ
ー
ツ
マ
ス

(
反
古
っ
紙
)
﹄
を
執
筆
︒
(
未
定
稿
74
)

2
・
13
(
土
)

｢
望
野
﹂
第
三
十
号
発
行
か
︒

2
・
14
(
日
)

｢
麦
﹂
第
九
号
発
行
︒
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
二
十
二
)
(
里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)

里
見
弴
の
﹃
過
去
の
人

(
梗
概
)
﹄
﹃
写
真
解

え

と

き

﹄
︑
園
池
公
致
の
﹃
神
の
愛
を
受
け
入
れ
ん
と
て
﹄
掲
載
︒
(
里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)
(
里
見
弴
﹃
君

と
私
﹄
二
十
二
)

柳
宗
悦
・
郡
虎
彦
が
﹁
桃
園
﹂
第
二
号
発
行
︒
柳
宗
悦
の
﹃
ハ
ー
ン
を
憶
ふ
﹄
﹃
吾
れ
は
恐
る
吾
れ
は
求
む
﹄
﹃
山
恋
ひ

(
小
説
)
﹄
︑
郡
虎

彦
の
﹃
音
楽
会
﹄
﹃
人
妻

(
小
説
)
﹄
﹃
灰

(
夢
語
り
)
﹄
が
掲
載
さ
れ
︑
七
十
四
頁
だ
っ
た
︒
(
M
42
・
2
・
17
志
賀
直
哉
宛
柳
宗
悦
書
簡
)

｢
桃
園
﹂
は
第
三
号
ま
で
出
た
︒
(
座
談
会
﹃
﹁
白
樺
﹂
座
談
会
﹄)

2
・
15
(
月
)

牛
込
の
曾
祖
母
・
高
橋
イ
ハ
が
死
去
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
39
)

2
・
17
(
水
)

柳
宗
悦
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
御
病
気
は
も
う
全
快
の
こ
と
と
思
う
︑
﹁
桃
園
﹂
第
二
号
は
十
四
日
に
発
行
し
た
が
︑
郡
虎
彦
が
走
っ

て
い
る
電
車
か
ら
落
と
し
て
し
ま
っ
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
(﹃
柳
宗
悦
全
集
﹄)

2
・
18
(
木
)

岩
下
家
一
が
満
州
へ
出
発
︒
曾
祖
母
・
高
橋
イ
ハ
の
葬
式
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
39
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(
十
五
)

五
六



2
・
19
(
金
)

直
哉
は
﹁
手
帳
13
﹂
(Im
p
ression
sX
V
I)
を
使
い
始
め
る
︒
(
新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
⑥
P
18
～
)

2
・
20
(
土
)

｢
望
野
﹂
第
三
十
一
号
発
行
か
︒

直
哉
は
︑
二
十
二
日
ま
で
武
者
小
路
実
篤
と
共
に
︑
沼
津
の
正
親
町
公
和
を
訪
問
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
39
)

＊
﹃
暗
夜
行
路
﹄
草
稿
13
の
廿
一
に
は
︑
正
親
町
公
和
が
父
と
の
面
白
く
な
い
関
係
を
避
け
︑
一
年
間
ほ
ど
︑
沼
津
の
桃
郷
で
自
炊
し
な

が
ら
︑
本
を
読
ん
だ
り
︑
絵
を
描
い
た
り
︑
沢
山
の
小
品
文
を
書
い
た
り
し
て
過
ご
し
て
い
た
こ
と
︑
直
哉
が
そ
の
小
品
文
を
好
ん
だ
こ

と
︑
二
三
度
そ
こ
を
訪
ね
た
こ
と
等
が
書
か
れ
て
い
る
︒

こ
の
時
か
？

沼
津
の
正
親
町
公
和
を
武
者
小
路
実
篤
と
直
哉
が
訪
問
し
た
際
︑
土
産
に

“S
tu
d
io”
を
一
冊
持
っ
て
行
き
︑
表
紙
に
直
哉
が
ブ
ッ
シ
ュ

の
滑
稽
画
を
写
し
た
︒
(﹁
白
樺
﹂
M
45
・
2
﹁
編
輯
室
に
て
﹂)

2
・
21
(
日
)

｢
麦
﹂
第
九
号
に
直
哉
は
︽
今
度
は
批
評
を
御
免
蒙
る
︑
沙
鴎
の
寓
居
に
て
︑
志
賀
︾
と
記
す
︒
(﹁
麦
﹂
第
九
号
批
評
欄
・
補
④
P
497
)

直
哉
は
︑
沼
津
に
て
﹃
小
説

若
い
銀
行
員
﹄
を
完
成
︒
(﹃
無
邪
気
な
若
い
法
学
士
﹄
草
稿
)

2
・
22
(
月
)

直
哉
は
︑
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の

“T
h
e
C
rim
e
of
S
y
lv
estre
B
on
n
ard
”
(﹃
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ル
・
ボ
ナ
ー
ル
の
罪
﹄)
を
読
了
︒
(﹁
手

帳
13
﹂
補
⑥
P
39
)
﹃
若
い
銀
行
員
﹄
の
単
行
本
の
表
紙
を
考
え
る
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
20
)

2
月
最
後
の
一
週
間
か
ら

翌
月
の
第
一
週
に
か
け
て
︑
直
哉
は

“C
u
rren
t
L
iteratu
re”
“B
ook
m
an
”
を
拾
い
読
み
す
る
︒
ア
ン
ド
レ
ー
フ
の

“L
azalu
s”
(﹃
ラ

ザ
ル
ス
﹄)
が
最
も
心
を
惹
く
︒
モ
ー
リ
ス
・
バ
レ
ス
︑
カ
ル
ド
ゥ
ッ
チ
︑
エ
ド
ガ
ー
・
ソ
ル
タ
ス
︑
画
家
ダ
ボ
兄
弟
ら
の
名
を
知
る
︒

(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
39
)
↓
未
定
稿
90
﹃
伊
詩
人
ジ
ョ
ッ
セ
ー
︒
カ
ル
デ
ュ
ッ
シ
ー
﹄
(
一
昨
年
四
月
の
カ
ー
レ
ン
ト
︑
リ
テ
ラ
チ
ュ
ア
よ
り
)

2
・
25
(
木
)

武
者
小
路
実
篤
が
﹃
覚
え
帳
﹄
を
執
筆
︒
︽
こ
の
頃
の
自
分
は
無
鉄
砲
の
こ
と
が
し
た
い
︒
(
中
略
)
そ
れ
は
今
の
自
分
に
は
雑
誌
を
つ
く

る
こ
と
だ
︒
︾
と
記
し
︑
﹁
望
野
﹂
に
出
す
︒
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
旧
稿
の
内
よ
り

(
潔
の
日
記
)
﹄)

2
・
27
(
土
)

直
哉
は
﹃
夜
は
更
け
た
﹄
を
執
筆
︒
(
未
定
稿
75
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(
十
五
)

五
七



｢
望
野
﹂
第
三
十
二
号
発
行
か
︒

2
・
28
(
日
)

｢
麦
﹂
第
十
号
発
行
︒
(
式
場
隆
三
郎
﹃
白
樺
の
人
々
﹄)

里
見
弴
の
﹃
荘
田
さ
ん
の
手
紙
﹄
(
＊
山
本
愛
子
と
増
田
英
一
が
モ
デ
ル
)
︑
正
親
町
実
慶
の
﹃
所
感
﹄
﹃
合
唱
﹄
﹃
彼
と
鏡
﹄
︑
中
村
貫
之
の

﹃
死
﹄
︑
田
中
治
之
助
の
﹃
二
郎
さ
ん
と
三
郎
さ
ん
﹄
︑
﹁
新
体
詩
﹂
﹃
イ
ゼ
ル
ギ
ル
婆
さ
ん
﹄
掲
載
︒
(﹁
麦
﹂
第
十
号
批
評
欄
・
補
④
P
497
)

2
末
よ
り

祖
母
・
志
賀
留
女
が
病
気
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
39
)

3
・
2
(
火
)

直
哉
は
︑
木
下
利
玄
・
武
者
小
路
実
篤
・
勘
解
由
小
路
資
承
・
福
谷
次
郎
と
写
真
を
撮
影
し
た
後
︑
三
越
に
雛
人
形
を
見
に
行
き
︑
丸
善

へ
も
寄
る
︒
(﹃
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム

志
賀
直
哉
﹄
掲
載
・
写
真
)

3
・
3
(
水
)

武
者
小
路
実
篤
が
﹃
男
女
交
際
論
に
つ
い
て
﹄
を
執
筆
︒
﹁
望
野
﹂
に
出
す
︒
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
旧
稿
の
内
よ
り

(
潔
の
日
記
)
﹄)

3
・
5
(
金
)

直
哉
は
︑
プ
レ
ミ
ス
ラ
フ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
聞
き
︑
嘗
て
な
い
程
の
感
動
を
す
る
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
39
)

3
・
6
(
土
)

直
哉
は
三
河
台
に
て
﹃
小
説

恐
ろ
し
い
一
夜
﹄
(
二
十
枚
)
を
執
筆
し
﹁
望
野
﹂
に
出
す
︒
(
未
定
稿
76
)
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
39
)

｢
望
野
﹂
第
三
十
三
号
発
行
か
︒

3
・
7
(
日
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ピ
サ
の
消
印
︑
麻
布
二
十
八
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

3
・
8
(
月
)

直
哉
は
︑
木
下
利
玄
に
︑
十
日
の
打
合
せ
の
絵
葉
書
を
書
く
︒
(
M
42
・
3
・
8
木
下
利
玄
宛
書
簡
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
︑
十
日
の
プ
レ
ミ
ス
ラ
フ
の
音
楽
会
に
つ
い
て
の
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)

3
・
9
(
火
)

志
賀
直
温
︑
豊
前
採
炭
株
式
会
社
監
査
役
を
退
任
︑
取
締
役
に
選
任
さ
れ
る
︒
(
志
賀
家
系
図
)

3
・
10
(
水
)

直
哉
は
﹃
小
説

納
豆
売
の
女
﹄
を
書
き
上
げ
る
︒
(
未
定
稿
77
)

直
哉
・
武
者
小
路
実
篤
・
木
下
利
玄
ら
﹁
望
野
﹂
﹁
麦
﹂
同
人
八
名
で
︑
午
後
七
時
よ
り
青
年
会
館
で
開
催
さ
れ
た
プ
レ
ミ
ス
ラ
フ
の
音

楽
会
に
行
く
︒
(
M
42
・
3
・
8
木
下
利
玄
宛
書
簡
)
(
M
42
・
3
・
8
志
賀
直
哉
宛
木
下
利
玄
書
簡
)
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
39
)

3
・
11
(
木
)

午
後
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
と
深
川
を
散
歩
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
39
～
40
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(
十
五
)

五
八



3
・
12
(
金
)

直
哉
は
﹁
麦
﹂
第
十
号
に
批
評
を
記
す
︒
(﹁
麦
﹂
第
十
号
批
評
欄
)
ル
ネ
・
バ
ザ
ン
の

“R
ed
em
p
tion
”
(﹃
全
き
心
を
挙
げ
て
﹄)
を
読
了
︒

(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
40
)

3
・
13
(
土
)

｢
望
野
﹂
第
三
十
四
号
発
行
か
︒

直
哉
ら
は
木
下
利
玄
の
家
に
集
ま
る
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
40
)

｢
麦
﹂
第
十
一
号
発
行
︒
(
里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)

里
見
弴
の
﹃
炭
焼
人

す

み

や

き

の
女
房
﹄
翻
訳
﹃
親
族
会
議
﹄
︑
正
親
町
実
慶
の
﹃
愛
鳥
家
﹄
︑
﹃
の
ぞ
き
め
が
ね
﹄
﹃
誤
解
﹄
﹃
ご
く
つ
ぶ
し
﹄
﹃
懺
悔

と
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
﹄
掲
載
︒
(
里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)
(﹁
麦
﹂
第
十
一
号
批
評
欄
・
補
④
P
497
～
498
)

こ
の
頃

直
哉
は
﹃
小
説

一
頁
﹄
の
構
想
を
考
え
る
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
20
～
21
)

3
・
14
(
日
)

翌
日
に
か
け
て
︑
武
者
小
路
実
篤
が
﹃
な
ま
ぬ
る
い
室
﹄
を
執
筆
︒
﹁
望
野
﹂
に
出
す
︒
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
旧
稿
の
内
よ
り

(
潔
の
日
記
)
﹄)

直
哉
は
︑
子
供
を
連
れ
て
浅
草
見
物
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
40
)

3
・
16
(
火
)

直
哉
は
﹁
麦
﹂
第
十
号
の
﹃
イ
ゼ
ル
ギ
ル
婆
さ
ん
﹄
を
読
む
︒
(﹁
麦
﹂
第
十
号
批
評
欄
)

3
・
18
(
木
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
十
九
日
の
消
印
︒
今
度
の
土
曜
の
編
集
は
正
親
町
公
和
の
所
と
い
う
話
だ
っ
た
が
︑
武
者
小
路
実
篤

の
家
に
な
っ
た
︑
ド
イ
ツ
語
の
試
験
は
駄
目
だ
っ
た
が
︑
英
語
の
試
験
は
木
下
利
玄
も
川
村
弘
も
名
前
が
出
て
い
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直

哉
宛
書
簡
集
﹄)

直
哉
は
︑
ブ
ラ
ン
デ
ス
の

“A
n
atole
F
ran
ce”
を
読
了
︒
一
章
を
訳
す
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
40
)

3
・
19
(
金
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
二
十
日
の
消
印
︑
麻
布
四
月
八
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

3
・
20
(
土
)

直
哉
は
ブ
ラ
ン
デ
ス
の
﹃
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
﹄
の
一
節
を
﹃
歴
史
﹄
と
し
て
飜
訳
︒
(
未
定
稿
79
)

｢
望
野
﹂
第
三
十
五
号
発
行
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
年
譜
)

3
・
24
(
水
)

直
哉
は
風
邪
の
病
床
で
﹁
麦
﹂
第
十
一
号
に
批
評
を
記
す
︒
(﹁
麦
﹂
第
十
一
号
批
評
欄
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(
十
五
)

五
九



3
・
27
(
土
)

｢
望
野
﹂
第
三
十
六
号
発
行
か
︒

3
・
28
(
日
)

直
哉
は
上
野
の
音
楽
会
に
行
く
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
40
)

3
・
31
(
水
)

直
哉
は
︑
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の

“P
elleas
an
d
M
elisan
d
e”
(﹃
ペ
レ
ア
ス
と
メ
リ
ザ
ン
ド
﹄)
を
読
む
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
40
)

春
頃
か
ら

直
哉
と
里
見
弴
は
︑
よ
く
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
を
し
︑
︽
耽
溺
︾
と
称
す
る
︒
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
三
十
四
)

4
・
1
(
木
)

｢
麦
﹂
第
十
二
号
発
行
︒
(
里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)

里
見
弴
の
﹃
所
感

(
生
殖
に
就
い
て
)
﹄
﹃
二
階
﹄
掲
載
︒
(
里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
二
十
三
︑
二
十
四
)

里
見
弴
の
﹃
所
感

(
生
殖
に
就
い
て
)
﹄
の
最
初
の
句
︽
吾
々
自
然
の
大
き
な
意
志
を
認
め
な
い
訳
に
は
ゆ
か
な
い
︒
︾
に
つ
い
て
︑
直
哉

は
問
題
が
中
途
か
ら
考
え
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
と
述
べ
る
︒
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
二
十
四
)

父
・
志
賀
直
温
が
ロ
ダ
ン
の
真
筆
を
買
う
こ
と
を
承
知
し
︑
直
哉
は
終
日
愉
快
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
40
)

4
・
2
(
金
)

直
哉
は
︑
夜
︑
﹃
小
説

な
つ
と
う
売
﹄
を
書
き
上
げ
る
︒
(
未
定
稿
78
)
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
40
)

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
葉
書
を
書
く
︒
ロ
ダ
ン
自
身
の
鉛
筆
画
が
百
フ
ラ
ン
で
買
え
る
と
い
う
話
を
里
見
弴
に
聞
い
た
︑
武
者
小
路
実

篤
・
志
賀
直
哉
・
細
川
護
立
の
分
︑
三
枚
を
頼
み
た
い
と
の
こ
と
︒
(
M
42
・
4
・
2
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

＊
﹃
稲
村
雑
談
﹄
﹁
ロ
ダ
ン
の
こ
と
﹂
に
よ
る
と
︑
ロ
ダ
ン
の
デ
ッ
サ
ン
を
買
お
う
と
武
者
小
路
実
篤
と
直
哉
が
有
島
生
馬
に
お
金
を

送
っ
た
の
に
︑
生
馬
は
こ
ち
ら
の
方
が
面
白
い
か
ら
と
ギ
リ
シ
ャ
の
古
銭
を
買
っ
て
来
た
と
言
う
︒

4
・
3
(
土
)

｢
望
野
﹂
第
三
十
七
号
発
行
か
︒

4
・
7
(
水
)

直
哉
は
︑
桃
郷
に
行
き
︑
木
下
利
玄
・
正
親
町
公
和
と
寄
せ
書
き
の
葉
書
を
︑
木
下
利
玄
の
家
に
送
る
︒
(
M
42
・
4
・
7
木
下
利
玄
宛
書

簡
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
東
京
二
十
六
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

こ
の
頃
か
？

沼
津
か
ら
帰
っ
た
直
哉
は
︑
﹁
麦
﹂
第
十
二
号
を
読
む
︒
(﹁
麦
﹂
第
十
二
号
批
評
欄
・
補
④
P
498
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(
十
五
)

六
〇



4
・
10
(
土
)

｢
望
野
﹂
第
三
十
八
号
発
行
か
︒

4
・
11
(
日
)

里
見
弴
が
直
哉
に
自
筆
の
絵
葉
書
を
出
す
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

4
・
13
(
火
)

直
哉
が
C
に
直
接
会
っ
て
話
が
し
た
い
と
書
き
送
っ
た
ら
︑
C
が
上
京
し
た
の
で
︑
別
れ
話
を
す
る
︒
会
う
の
は
半
年
ぶ
り
︒
こ
の
時
は

C
は
思
っ
た
よ
り
平
気
な
顔
を
し
て
い
た
が
︑
暫
く
し
て
か
な
り
弱
る
︒
(
M
42
・
5
・
21
︑
26
～
28
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
(
未
定
稿
129
﹃
或
る
旅

行
記
﹄
五
)
(﹃
暗
夜
行
路
﹄
草
稿
13
十
六
)

4
・
17
(
土
)

｢
望
野
﹂
第
三
十
九
号
発
行
か
︒

4
・
18
(
日
)

｢
麦
﹂
第
十
三
号
発
行
︒
(
里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)

里
見
弴
の
﹃
努
力

(
偶
感
)
﹄
﹃
コ
ポ
ラ
ン
の
再
生
﹄
﹃
告
白
﹄
翻
訳
﹃
フ
ァ
ル
コ
ン
﹄
︑
田
中
治
之
助
の
﹃
聖
者
﹄
﹃
臆
病
な
る
彼
﹄
﹃
彼
の

目
的
﹄
﹃
晩
餐
会
﹄
︑
中
村
貫
之
の
﹃
思
ひ
の
ま
ゝ
に
﹄
︑
正
親
町
実
慶
の
﹃
八
月
﹄
︑
武
者
小
路
実
篤
の
﹃
空
中
楼
閣
﹄
︑
木
下
利
玄
の

﹃
女
の
人
﹄
︑
直
哉
の
﹃
三
階
の
窓
か
ら
﹄
掲
載
︒
直
哉
は
﹁
イ
タ
ツ
ラ
カ
キ
﹂
に
加
わ
る
︒
(
里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)
(﹁
麦
﹂
第
十
三
号
批
評

欄
・
補
④
P
498
～
500
)
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
二
十
四
)

4
・
19
(
月
)

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
葉
書
を
書
く
︒
有
島
生
馬
の
四
十
八
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
手
紙
を
耽
読
し
た
︑
恐
ろ
し
い
よ
う
な
面
白
い
よ
う
な
妙
な

気
が
し
た
︑
僕
は
近
頃
少
し
ば
か
り
心
配
事
が
あ
る
︑
な
ど
︒
(
M
42
・
4
・
19
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

4
・
21
(
水
)
？
直
哉
は
イ
プ
セ
ン
の

“Joh
n
G
ab
riel
B
ork
m
an
”
(﹃
ジ
ョ
ン
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ボ
ル
ク
マ
ン
﹄)
を
読
む
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
40
)

4
・
22
(
木
)

直
哉
は
﹁
麦
﹂
第
十
三
号
に
批
評
を
記
す
︒
(﹁
麦
﹂
第
十
三
号
批
評
欄
)

4
・
24
(
土
)

｢
望
野
﹂
第
四
十
号
発
行
か
︒

武
者
小
路
実
篤
の
﹃
旧
稿
の
内
よ
り

(
潔
の
日
記
)
﹄
の
原
稿
に
よ
れ
ば
︑
﹁
望
野
﹂
は
四
十
号
ま
で
出
た
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
第
一

巻
・
解
題
︽
追
記
︾)

4
頃

翌
年
か
ら
雑
誌
を
刊
行
し
よ
う
と
い
う
話
が
ま
と
ま
り
︑
金
を
積
み
立
て
始
め
る
︒
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
三
十
八
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(
十
五
)
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毎
月
二
円
づ
つ
︑
有
島
武
郎
の
み
五
円
だ
っ
た
︒
(
座
談
会
﹃
﹁
白
樺
﹂
座
談
会
﹄)

5
・
1
(
土
)

｢
麦
﹂
第
十
四
号
発
行
︒
(
式
場
隆
三
郎
﹃
白
樺
の
人
々
﹄)

里
見
弴
の
﹃
お
民
さ
ん
﹄
︑
正
親
町
実
慶
の
﹃
八
月
﹄
︑
田
中
治
之
助
の
﹃
現
実
バ
ク
露
﹄
﹃
独
言
﹄
︑
中
村
貫
之
の
﹃
宇
宙
﹄
︑
﹃
鴬
と
バ

ラ
﹄
(
オ
ス
カ
ー
ワ
イ
ル
ド
)
掲
載
︒
(﹁
麦
﹂
第
十
四
号
批
評
欄
・
補
④
P
500
～
501
)

夕
方
︑
直
哉
・
正
親
町
公
和
・
武
者
小
路
実
篤
が
集
ま
り
︑
﹁
望
野
﹂
も
先
日
の
冗
談
通
り
︑
分
裂
す
る
方
が
よ
か
ろ
う
と
話
し
︑
直

哉
・
正
親
町
公
和
と
武
者
小
路
実
篤
・
木
下
利
玄
の
二
つ
に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
(
5
・
2
木
下
利
玄
日
記
)

5
・
2
(
日
)

木
下
利
玄
が
日
記
に
︑
﹁
望
野
﹂
は
︑
武
者
小
路
実
篤
・
木
下
利
玄
の
﹁
初
袷
﹂
(
毎
週
土
曜
発
行
)
と
直
哉
・
正
親
町
公
和
の
﹁
舞
羅
﹂

に
別
れ
る
事
に
な
っ
た
と
記
す
︒
(
木
下
利
玄
日
記
)

5
・
3
(
月
)

直
哉
は
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の

“F
ath
ers
an
d
C
h
ild
ren
”
(﹃
父
と
子
﹄)
を
読
了
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
40
)

5
・
5
(
水
)

直
哉
は
﹁
麦
﹂
第
十
四
号
に
批
評
を
記
す
︒
(﹁
麦
﹂
第
十
四
号
批
評
欄
)

5
・
8
(
土
)
頃
？｢

初
袷
﹂
第
一
号
発
行
︒

5
・
12
(
水
)

直
哉
は
︑
イ
プ
セ
ン
の

“T
h
e
L
ad
y
from
th
e
S
ea”
(﹃
海
の
夫
人
﹄)
を
読
む
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
40
)

5
・
14
(
金
)

神
戸
衛
生
院
の
園
池
公
致
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
出
す
︒
十
五
日
の
消
印
︒
長
く
借
り
て
い
た
絵
の
本
三
冊
を
返
す
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直

哉
宛
書
簡
集
﹄)

5
・
16
(
日
)

｢
麦
﹂
第
十
五
号
発
行
︒
(
里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)

里
見
弴
の
﹃
最
終
裁
判

(
一
幕
劇
)
﹄
︑
菅
田
敏
光
の
﹃
建
築
の
意
義
﹄
︑
正
親
町
実
慶
の
﹃
八
月
﹄
︑
児
島
喜
久
雄
の
﹁
短
歌
﹂
︑
中
村
貫
之

の
﹃
雨
の
午
后
﹄
︑
翻
訳
二
つ
掲
載
︒
(
里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)
(﹁
麦
﹂
第
十
五
号
批
評
欄
・
補
④
P
501
)

5
・
19
(
水
)

武
者
小
路
実
篤
の
家
に
木
下
利
玄
が
行
き
﹁
初
袷
﹂
の
第
二
号
を
綴
じ
る
︒
直
哉
も
訪
れ
︑
﹁
望
野
﹂
の
第
二
十
六
号
か
ら
第
四
十
号
ま

志
賀
直
哉
年
譜
考

(
十
五
)
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で
を
ほ
ぐ
す
︒
(
木
下
利
玄
日
記
)

こ
の
頃
か
？

有
島
生
馬
と
モ
デ
ル
と
の
関
係
を
直
哉
が
里
見
弴
に
話
す
︒
翌
朝
︑
里
見
弴
は
直
哉
に
長
い
手
紙
を
書
く
︒
こ
れ
よ
り
少
し
前
に
︑
里
見

弴
は
直
哉
に
︑
自
分
が
女
と
関
係
し
て
い
る
と
い
う
事
を
ご
く
概
念
的
に
告
げ
て
い
た
︒
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
二
十
五
)
(
M
42
・
5
・
21
︑

26
～
28
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

5
・
21
(
金
)
︑
26

(
水
)
～
28

(
金
)

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
手
紙
を
書
く
︒
雑
誌
の
発
行
は
大
し
た
抱
負
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
︑
自
分
は
何
か
出
版
す
る
な
ら
単
行
本
で
出

し
た
い
︑
雑
誌
熱
を
出
す
の
は
︑
い
つ
も
武
者
小
路
実
篤
︒
十
人
ほ
ど
の
人
で
月
々
二
円
ず
つ
集
め
て
準
備
し
て
い
る
︒
画
人
伝
を
単
行

本
で
出
す
の
は
少
し
延
ば
し
︑
雑
誌
に
出
す
こ
と
に
な
っ
た
︒
今
ま
で
の
作
品
十
一
篇
を
一
冊
に
綴
じ
て
あ
る
が
︑
有
島
生
馬
に
愛
想
を

つ
か
さ
れ
る
の
が
恐
ろ
し
い
の
で
送
る
の
は
や
め
た
︒
C
の
一
身
に
つ
い
て
自
分
が
全
責
任
を
負
う
こ
と
が
実
際
に
は
無
理
で
あ
る
と
考

え
︑
C
に
別
れ
話
を
し
た
︒
夏
の
末
か
秋
の
初
め
に
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
決
め
る
つ
も
り
︒
一
昨
秋
に
出
し
た
長
い
手
紙
を
見
た
い
の

で
送
っ
て
欲
し
い
︑
昨
今
は
読
む
本
は
買
わ
ず
絵
ば
か
り
取
り
寄
せ
て
い
る
︒
里
見
弴
に
有
島
生
馬
と
モ
デ
ル
と
の
関
係
の
話
を
し
た
が
︑

か
な
り
参
っ
た
様
子
だ
っ
た
︒
ロ
ダ
ン
に
直
接
会
っ
て
く
れ
る
そ
う
だ
が
︑
ロ
ダ
ン
の
絵
三
枚
分
の
金
は
百
二
十
円
為
替
で
送
れ
ば
い
い

か
︒
来
年
の
春
く
ら
い
ま
で
に
有
島
生
馬
の
い
る
所
へ
行
き
た
い
︑
な
ど
︒
(
M
42
・
5
・
21
︑
26
～
28
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

5
・
22
(
土
)
頃
？｢

初
袷
﹂
第
三
号
発
行
︒

5
・
29
(
土
)
頃
？｢

初
袷
﹂
第
四
号
発
行
︒
直
哉
も
参
加
︒
(
調
布
市
武
者
小
路
実
篤
記
念
館
・
特
別
展
﹁
白
樺
の
文
学
﹂)

5
・
30
(
日
)

｢
麦
﹂
第
十
六
号
発
行
︒
(
里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)

里
見
弴
・
正
親
町
実
慶
の
﹃
頸
﹄
掲
載
︒
(
里
見
弴
﹃
雑
記
帖
﹄)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(
十
五
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こ
の
頃
か
？

里
見
弴
は
︑
月
経
の
夜
︑
執
拗
な
男
を
拒
む
女
の
情
欲
を
写
し
た
作
品
を
﹁
麦
﹂
に
出
し
︑
ど
う
い
う
つ
も
り
で
書
い
た
の
か
と
直
哉
に

問
わ
れ
て
︑
R
op
s
の
版
画
を
文
章
で
や
っ
て
み
る
つ
も
り
だ
っ
た
と
答
え
る
︒
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
二
十
四
)

こ
の
頃
か
？

直
哉
は
︑
中
耳
炎
で
入
院
し
た
里
見
弴
を
見
舞
い
︑
ゴ
ヤ
や
ム
ニ
ヱ
な
ど
を
貸
す
︒
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
二
十
八
)

6
？

直
哉
は
﹃
濁
水
﹄
の
構
想
を
考
え
る
︒
﹃
大
津
順
吉
﹄
の
原
型
と
も
い
う
べ
き
作
品
︒
登
場
人
物
に
時
任
清
之
助
の
名
あ
り
︒
︽
主
人
公
と

し
て
の
自
分
と
︑
第
三
者
と
し
て
の
自
分
と
二
人
自
分
を
出
す
と
面
白
い
︒
︾
︽
余
裕
あ
る
躰
度
で
コ
セ
ツ
カ
ヌ
や
う
に
書
か
ね
ば
な
ら

ぬ
︑
︾
︽
メ
チ
ニ
コ
フ
の
人
は
自
然
の
生
活
を
せ
よ
︾
︽
犬
に
な
れ
︾
︽
自
分
の
五
才
ノ
時

︱
︱

七
才
の
時
の
事

︱
︱

自
分
に
責
任
あ
り

と
思
は
すマ
マ

︒
︾
︽
あ
る
点
︑
動
物
に
退
化
せ
よ
︒
︾
︽
強
い
〳
〵
性
慾
を
持
ち
︑
そ
れ
を
尊
敬
す
べ
き
で
あ
る
︑
こ
れ
を
呪
ふ
宗
教

(
中
略
)

危
険
な
り
︾
等
の
メ
モ
あ
り
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
24
～
28
)

6
・
4
(
金
)

直
哉
は
︑
有
島
生
馬
に
︑
昨
日
ロ
ダ
ン
の
絵
を
買
う
た
め
の
為
替
を
送
っ
た
︑
里
見
弴
は
耳
を
悪
く
し
て
東
京
病
院
に
い
る
と
葉
書
に
書

く
︒
(
M
42
・
6
・
4
有
島
生
馬
宛
書
簡
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
二
枚
続
き
の
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
の
消
印
︑
麻
布
二
十
一
日
の
消
印
︒
直
哉
が
贈
っ
た
肉
筆
の
古
画
を
和
田
三
造

か
ら
受
け
取
っ
た
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

6
・
5
(
土
)
頃
？｢

初
袷
﹂
第
五
号
発
行
︒

6
・
10
(
木
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
パ
リ
の
消
印
︑
麻
布
二
十
八
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄)

6
・
12
(
土
)

｢
麦
﹂
第
十
七
号
発
行
︒
(
式
場
隆
三
郎
﹃
白
樺
の
人
々
﹄)

里
見
弴
の
﹃
退
院
﹄
︑
田
中
治
之
助
の
﹃
信
仰
﹄
︑
正
親
町
実
慶
の
﹁
歌
﹂
掲
載
︒
(﹁
麦
﹂
第
十
七
号
批
評
欄
・
補
④
P
501
～
502
)

直
哉
は
﹁
麦
﹂
第
十
七
号
の
﹁
い
た
づ
ら
が
き
﹂
に
加
わ
り
︑
批
評
を
記
す
︒
(﹁
麦
﹂
第
十
七
号
批
評
欄
)

6
・
16
(
水
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
き
︑
日
吉
タ
カ
と
の
縁
談
が
身
分
が
違
う
か
ら
と
い
う
理
由
で
断
ら
れ
た
︑
高
島
平
三
郎
は
も
う
一

志
賀
直
哉
年
譜
考

(
十
五
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度
他
の
方
法
を
と
っ
た
ら
い
い
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
と
伝
え
る
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

直
哉
は
︑
﹃
亀
の
額
﹄
と
い
う
小
説

(
↓
｢
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
41
)
を
構
想
す
る
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
29
)

6
・
17
(
木
)

有
島
武
郎
が
直
哉
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
返
事
の
手
紙
を
出
す
︒
札
幌
に
は
夏
期
講
習
会
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
の
で
︑
郡
虎
彦
の
た
め

に
計
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
︑
ド
イ
ツ
語
の
教
師
は
い
る
の
で
来
た
ら
ど
う
か
︑
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄)
(﹃
有
島
武
郎
全
集
﹄)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
昨
日
︑
高
島
平
三
郎
に
︑
今
ま
で
日
吉
タ
カ
と
の
こ
と
が
進
ん
で
き
た
だ
け
で
も
望
外
の
幸
と

思
う
が
︑
一
縷
の
望
み
が
あ
る
間
は
思
い
切
れ
な
い
と
い
う
手
紙
を
書
い
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

6
・
？

直
哉
は
︽
父
は
若
造
り
を
好
む
︑
そ
の
原
因
は
母
若
い
か
ら
︑
自
分
が
フ
ケ
タ
様
子
を
し
た
が
る
事
は
父
に
嬉
し
く
な
い
︒
非
常
に
自
分

を
恐
れ
て
ゐ
る
︾
と
手
帳
に
メ
モ
す
る
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
29
)

6
・
25
(
金
)

直
哉
は
︑
草
津
温
泉
な
ど
を
旅
行
中
の
細
川
護
立
ら
に
葉
書
を
書
き
︑
木
下
利
玄
に
応
桑
を
通
っ
た
ら
新
八

(
シ
ン
パ
)
を
見
舞
っ
て
く

れ
と
言
う
︒
(
M
42
・
6
・
25
細
川
護
立
他
四
兄
宛
書
簡
)

6
・
26
(
土
)

性
質
の
為
に
常
に
苦
し
め
ら
れ
る
男
の
事
を
書
く
の
は
面
白
い
と
︑
直
哉
は
手
帳
に
記
す
︒
(﹁
手
帳
13
﹂
補
⑥
P
31
)

6
・
27
(
日
)

武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
﹃
楽
天
家
﹄
は
二
三
日
頭
の
保
養
を
し
て
か
ら
書
き
続
け
る
つ
も
り
︑
よ
か
っ
た
ら
︽
タ
ン
デ

キ
︾
し
よ
う
と
の
こ
と
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(
十
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